
第3次総合計画策定に向けた
・これまでの取組み
・各課ヒアリング結果の共有

佐用町役場 企画防災課 まちづくり企画室



佐用町の課題
○防災行政無線のあり方（更新に10数億円）

○光ファイバーケーブルの更新（10数億円）

○クリーンセンターの改修工事（数10億円）

○さよさよサービス等の運転手の不足

○免許返納後の移動手段の不足

○各種団体の人材の不足

○各種団体自体の減少

○個人経営の事業所の減少

○地域医療機関の減少

○空き家（個人）・空き室（町営住宅）の増加

○耕作放棄田の増加

○鳥獣被害の増加 など
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人口減少するなかでのこれまでの縮充の取組み

令和6年3月末時点

4校

4校

5園

○施設関係

◆学校関係

平成17年10月

・中学校 ５校

・小学校 １０校 ⇒

・保育園 １２園

◆味わいの里・ふれあいの里

三日月と上月を統合し、味わいの里三日月に集約

○地域関係

◆自治会

所属人数減で自治会活動困難

⇒複数の自治会から構成される地域づくり協議会発足し、地域活動充実図る

◆消防団

出初式や操法大会を団員アンケートの結果簡略化、実践的な訓練を充実

○財政関係

将来の収入減を見据えて支出を減、残額を基金積立て

こ
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も
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充
』
の
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つ



ヒアリング結果（各課の現状）
課名 現状の課題（抜粋） 今後の課題（抜粋）

議会事務局 ・議員定数の検討
・議員定数の検討
・議員報酬の見直し

総務課
・職員募集人員の確保困難
・合併特例債の終了
・物価、人件費の高騰による財政状況悪化

・人材不足による職員間連携の強化
・各種事業の見直し、効率的な業務運営
・身の丈に合った財政運営
・施設等の維持管理のあり方

情報政策課
・DXによる機器端末の支出増加
・各SNSの登録者数の伸び悩み

・防災行政無線のあり方（スマホへ移行？）
・デジタル関係の設備更新
・DXの推進

企画防災課

・消防団員の減少
・職員減少による災害時の人員配置
・地域づくり協議会の意識改革、次への展開
・地域の移動手段の確保、その運転手不足

・消防団員数の維持、分団編成検討
・自治会規模縮小化による共助の崩壊
・行政のスリム化
・住民の意識や行動の変革
・子どもの移動手段確保
・居場所の確保、活動の支援（中間支援的役割）
・部署間連携

税務課 ・人口減少による税収減少
・人口減による納税者減からの税収減少
・死亡による相続放棄の増加



ヒアリング結果（各課の現状）

課名 現状の課題（抜粋） 今後の課題（抜粋）

住民課

・国保：団塊の世代が後期高齢者、社会保険の適
用拡大により、被保険者数減少
・後期高齢者：被保険者数の増加
・人口減少するが、ゴミの量は変わらない

・ナイナンバーカード更新業務増加
・戸籍事務における支所のあり方検討
・国保：保険料負担重く、運営が不安定
・次期最終処分場の検討

健康福祉課
・出生数減少
・町内医療機関の体制
・ひきこもり、不登校支援

・高齢者支える人口減少に備えた対策
・保育園の統廃合
・親亡き後のひきこもり者の生活

高年介護課

・高齢化率の上昇
・高齢者単身世帯の増加
・要介護認定率の高止まり
・介護人材の不足・高齢化

・高齢者の支え手の不足
・介護予防としての高齢者の社会参加
・団塊の世代がサービス受給時の介護等
の人材不足、介護給付費の増加

農林振興課
・農業の担い手不足
・獣害の増加
・畜産業の廃業の増加

・水稲以外の農業の担い手不足
・担い手減少による農業のスマート化
・農産物直売所の担い手減少、維持管理

商工観光課

・人口減少による消費人口の減少⇒経営難
・個人商工業者の高齢化、後継者不足⇒廃業
・観光名所の知名度の伸び悩み
・空き家の増加
・町営住宅の空き室増加

・労働力不足、後継者不足
・観光地までのアクセス手段の確保
・観光名所の整備
・危険空き家の対応
・町営住宅戸数の最適化



ヒアリング結果（各課の現状）
課名 現状の課題（抜粋） 今後の課題（抜粋）

建設課
・橋梁維持管理の負担増加
・町道の維持管理の増加、町民からの依頼増加

・職員減少による地籍調査の進捗
・道路、橋梁の維持管理数、費用増加

上下水道課

・慢性的な水不足
・給水人口減少だが、施設維持管理費増加
・水道管老朽化による漏水増加
・施設管理できる技術を要した職員不足

・水道施設のダウンサイジング更新検討
・水道料金改定検討
・下水：人頭制から従量制への移行検討
・専門職員の人材育成

支所
・窓口来庁者の減少
・証明書発行業務の減少
・地域の施設の利用者の減少

・利用者の減少
・各種団体の事務局統一（旧町単位⇒本庁）
・施設の維持管理費増加
・支所の人員体制、業務内容の検討

会計課 ・最低必要人員の維持 ・最低必要人員の維持

教育委員会
・児童生徒数の減少
・学童保育者数の割合増加
・給食の食材納入業者の減少

・小・中学校のあり方
・部活動の地域展開について
・不登校対策・支援の充実
・生徒数減少で自校式給食への移行検討

生涯学習課
・図書館利用者の減少
・各種加盟団体数の減少
・高年大学学生数の減少

・各支所図書コーナーの管理、取り扱い
・女性の社会参画推進



最後に

“小さくても、少なくても こころ豊かでしあわせ”

と思えるまちをめざして

みんなで考えていきましょう！



10年後を想像したときの各課の課題

担当者の目線で

まずは、

①今の各課の業務状況から10年後を想像

②その時の課題や起きそうなことを付箋に書き出し、

自分のシートに貼付ける

③課題について、1人10分の持ち時間でグループ内で意見交換

④グループ内で出た意見などを付箋に書き貼付けて共有


